
平成 21 年９月吉日

各教育委員会教育長様

各 小 中 学 校 長 様

関 係 各 位

岩倉市立曽野小学校長

松 岡 由 里 子
平成 20・21 年度 丹葉地方教育事務協議会・岩倉市教育委員会委嘱

研究発表会のご案内（第二次）
初秋の候、皆様にはますますご清祥のこととお喜び申し上げます。

さて、本校は、平成 20・21 年度の２年間に渡り、丹葉地方教育事務協議会お

よび岩倉市教育委員会より研究委嘱を受け、子どもが豊かに学び合う教室の創造

を目指して授業改革に取り組んできました。このたび、ささやかな実践ではあり

ますが、下記のように研究発表会を開催いたします。

つきましては、公務ご多用の折とは存じますが、多数の皆様のご参加を賜りご

指導くださいますようご案内申し上げます。
記

１ 研究主題 つなぎ つながり 学び合う教室づくり

２ 期 日 平成 21年 11 月 20 日（金）

３ 会 場 愛知県岩倉市立曽野小学校

〒482-0003 愛知県岩倉市曽野町井森 1番地

TEL 0587-66-3214 FAX 0587-37-9515

URL http://www.iwakura.ed.jp/sono-e/T1.htm  e-mail sono-e@iwakura.ed.jp
◇◇◇ 研究主題について ◇◇◇

少しのつまずきであきらめてしまう子、仲間の声に耳を傾けようとしない子、沈黙の中

でひたすらノートを書く子…。学ぶことの喜び、他者とつながることの心地よさに未だ気

付けないでいる子どもたちに、私たちは何をすべきなのだろう。黒板の方を向かせて教え

込むことに力を注ぐだけの授業では、もはや子どもたちを学びに向かわせることはできな

い。今、教室に求められているのは、学ぶ対象と自分とをつなぎ、自分の言葉と仲間の言

葉とをつなぎ、そこで生まれたつながりを通して自分を育んでいくような、学びを主体に

した授業への転換である。私たちは、対象、仲間、自分とのつながりを核とした授業を、

学び合いの中で実現しようと考え、研究実践に取り組んでいる。



４ 日 程

12:30 13:00 13:10 13:20 13:30 14:15 14:30 15:15 15:25 16:25 16:30 

 

(1) 全体会

ア 開会行事（13:00～13:10）

主催者あいさつ 岩倉市教育委員会 教育長 井 上 剛

来賓あいさつ 愛知県教育委員会 尾張教育事務所指導第一課長 伊 藤 辰 男

イ 研究発表（13:10～13:20）

「つなぎ つながり 学び合う教室づくり」について 研究主任 高 橋 宏 滋

(2) 公開授業（13:30～14:15）…授業は各教室で公開します。（６・７組はふれあいルームにて公開）

学 級 教 科 単 元 指 導 者

１年１組 国 語 『ともだち』（詩） 湯浅 君代

１年２組 国 語 『おとうとねずみチロ』（物語） 嶋 峰子

１年３組 国 語 『おとうとねずみチロ』（物語） 佐橋 郁美

１年４組 算 数 ひきざん 市川 敦子

２年１組 算 数 三角形と四角形 足立 典子

２年２組 国 語 『ビーバーの大工事』（説明文） 岩下 斉次

２年３組 算 数 三角形と四角形 長岡由香里

３年１組 国 語 『手ぶくろを買いに』（物語） 馬場 恵美

３年２組 国 語 『手ぶくろを買いに』（物語） 長岡 美保

３年３組 国 語 『手ぶくろを買いに』（物語） 伊藤 香織

４年１組 国 語 『一つの花』（物語） 中川由佳子

４年２組 算 数 広さを調べよう 三輪 専治

４年３組 国 語 『一つの花』（物語） 野村由美子

４年４組 理 科 温度をかえてかさの変化を調べよう 石黒 智紀

５年１組 国 語 敬語を適切に使おう 福井 隆行

５年２組 算 数 面積の求め方を考えよう 石原 敬久

５年３組 算 数 面積の求め方を考えよう 酒井佐由美

６年１組 国 語 感動をリズムにのせて俳句・短歌を味わおう 加納 一城

６年２組 算 数 分数のかけ算とわり算を考えよう 坂部 亮司

６年３組 算 数 分数のかけ算とわり算を考えよう 二見 律子

６・７組 生活単元 げきのはっぴょうをしよう（ふれあいルーム） 尾関峰子・安保 明・小川千惠美

日本語教室 日本語初級・中級指導 村瀬英昭・海川 薫
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(3) 分科会（14:30～15:15）

分 科 会 会 場 助 言 者

１ 年 分 科 会 １の２教室 伊 藤 チズコ （元十四山村立十四山東部小学校長）

２ 年 分 科 会 ２の２教室 川 井 栄 治 （犬山市立楽田小学校教諭）

３ 年 分 科 会 ３の２教室 金 田 裕 子 （南山大学人文学部心理人間学科講師）

４ 年 分 科 会 ４の２教室 有 尾 幸 市 （岩倉市立岩倉南小学校教頭）

５ 年 分 科 会 ５の２教室 勝 村 偉公朗 （犬山市立羽黒小学校教頭）

６ 年 分 科 会 ６の２教室 三 浦 光 俊 （犬山市立犬山中学校教頭）

特別支援教育分科会 ６ 組 教 室 水 野 達 哉 （江南市立宮田小学校教諭）

(4) 講 演（15:25～16:25）

講 師 東京大学大学院 秋田喜代美教授

演 題 「学び合う教室 育ち合う学校」

(5) 閉会行事（16:25～16:30）

校長謝辞 校 長 松 岡 由 里 子

５ 参加申込

(1) 申込先

岩倉市立曽野小学校

〒482-0003 愛知県岩倉市曽野町井森１番地

TEL 0587-66-3214 FAX 0587-37-9515

(2) 申込期限

平成 21 年１１月６日（金）

(3) 申込方法

ア ＦＡＸまたは郵送…裏面参加申込書によりお申し込みください。

イ メール …下の①から⑤までを明記して下記アドレスへ送信してください。

学校や幼稚園・保育所という制度的保育・教育の場での、子どもと教師・

保育者の学習と発達過程とその発達を支える社会文化的環境について解明す

ることを研究テーマとしています。教授学習の分野で用いられる談話などの

文化的道具に着目し、子どもたちがどのように書き言葉や教室談話を学び、

それらを通して授業内容を学習していくのか、また教師は授業をどのように

デザインし実践をし省察をしているのか、そこに生み出される関係性を探究

しています。（東京大学ホームページ大学院教育研究科スタッフ紹介ページより引用）

＜主な著書・共著＞

『子どもをはぐくむ授業づくり―知の創造へ』（岩波書店、2000）

『読む心・書く心―文章の心理学入門』（北大路書房、2002）

『ことばの教育と学力』（明石書店、2006）

『授業研究と談話分析 改訂版』（放送大学教育振興会、2007）

『授業の研究 教師の学習―レッスンスタディへのいざない』（明石書店、2007）他多数
①氏名 ②学校名（所属） ③所在地 ④参加希望分科会 ⑤交通手段

e-mail sono-e@iwakura.ed.jp



岩倉市立曽野小学校 宛 平成 21 年 月 日

（FAX 0587-37-9515）

研究発表会参加申込書

学校名（所属名）

TEL FAX

所在地（〒 － ）

職名 ご芳名 参加希望分科会 交通手段

１年・２年・３年・４年

５年・６年・特別支援
自家用車・同 乗・公共交通機関

１年・２年・３年・４年

５年・６年・特別支援
自家用車・同 乗・公共交通機関

１年・２年・３年・４年

５年・６年・特別支援
自家用車・同 乗・公共交通機関

※ 参加希望分科会・交通手段に○をつけてください。

６ 会場案内
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名鉄犬山線大山寺駅下車 北東へ約 700ｍ（徒歩約 10 分）

※ 本校運動場を駐車場として予定しております。但し、台数に限りがありますので、できるだけ公共交通機関をご利用ください。


